
議 事 録 
尾道市ＰＴＡ連合会 

 
会 議 名 称  会 議 実 施 日 作成者 

第1回市P連 執行役員会議 平成26年5月27日 松川 

                                  司会：宗田筆頭副会長 
 
次 第 
★尾道市医師会より（よしはらｸﾘﾆｯｸ 吉原院長） 
 別紙講演会案内 
 市民講座『大切ないのちについて考える』 
 平成 26 年 7 月 13 日（日）14 時～しまなみ交流館にて 
  講師：ウイメンズクリニックかみむら 院長 上村茂仁 院長 
 
★平谷市長卓話 
 『これからの尾道のまちづくり』 
  ・平成の大合併により平成 17 年に御調町・向島町と、平成 18 年に因島市・瀬戸田町と合 
   併 
  ・新市建設計画事業（2 市 3 町ごとに）を作成・承認。合併後 10 年間で必要な事業。 

・合併特例債→事業費の約 7 割を国が負担。単独ではできなかった事業ができるようにな 
る。 

・向島町・瀬戸田町は新市計画事業あり→合併特例債を活用し、新庁舎を建設したい。 
・平成 19 年、市長就任。 
・平成 21 年、向島支所建設→向島町の新市建設計画事業特例債の活用。 
・平成 22 年、瀬戸田支所建設→瀬戸田町の新市建設計画事業特例債の活用。 
・平成 23 年 3 月 11 日、想定を越える東日本大震災が発生。壊滅状態の庁舎を見て、改め 
て市役所は市民の暮らしを守る重要な施設であると考える。 

・合併当初、尾道市・因島市・御調町は庁舎建設を新市建設計画事業に入れていなかった。 
なぜなら、教育施設等に使いたいと考えていたから。 

・平成 24 年 6 月 4 日、尾道市役所の耐震診断を実施。 
新市建設計画事業に入れていなかったため特例債が使えない 

・平成 24 年 6 月 27 日、尾道市にとって吉報が入る。 
  国が新市建設事業特例債の 5 年間延長を決定（被災地は 10 年）。 
・尾道市役所耐震診断結果（国が定める庁舎の耐震基準値は Is 値 0.9 以上） 

  ⇒本館棟 Is 値 0.24、増築棟 Is 値 0.16（Is 値 0.3 未満の場合地震の震動で倒壊の恐れあ 
り）。 

・平成 25 年 5 月、南海トラフ巨大地震（最大震度 6 強）と国が発表。 
・平成 25 年 7 月 5 日、第 1 回尾道市庁舎整備検討委員会を開催。 
・平成 25 年 10 月、広島県が南海トラフ巨大地震の被害想定を発表。 
・平成 26 年 2 月 3 日、尾道市庁舎整備検討委員会より意見書の提出。 

（1）早期に新庁舎を建設する 
（2）公会堂を解体した跡地に建設する 

・市役所の現状把握 
市役所の劣化状況→コンクリート片の落花を防ぐためネットを張っている。 

   市役所の設備等→地下に受電盤がある（津波・高潮等で使用不能になる恐れあり）。 
 ・福山市役所松永支所との比較 

   松永支所は防災拠点・バリアフリー等の整備を完了している。 
 



  ・『安心・安全こそ最大の福祉』 
   最も合理的・経済的な提案をしていく必要がある。 

・平成 32 年までに新市建設計画事業を完了させなければならないため、意見書の整備方 
 針を基本として事業を進めていきたい。 

 ・尾道の先人の知恵・歴史を継承し、未来ある子どもたちに（22 世紀の君たちに）。 
   尾道市公会堂の機能をなくすこと、震度 6～7 程度の大地震に耐える新耐震基準をクリ 

アすること。 
 ・因島市・御調町庁舎の課題 

   東日本大震災が合併前だったら、それぞれが新市建設計画事業特例債を活用し、新庁舎 
の建設をしていたはず。 

・現在、小学校・中学校の耐震化を優先させており、平成 27 年度までに全て完了する。 
・尾道市役所・総合支所等の新築を含めて、平成 32 年度までに事業を完了させる。 
・旧 2 市 3 町の市民・議員の理解が必要→『愛郷無限』 

 
 
 
 
 
 

 
１．「子育て親育ち 10 ｹ条」唱和（木曽副会長） 
 
２． 会長挨拶 （山元会長） 
 

３． 議題 
①ブロック事業への助成金申請について 
・『高西中ブロック親善球技大会』（高西中ブロック 西藤小 高橋会長） 

資料に沿って説明 
※承認事項→拍手多数につき承認 

・『美木・原田ブロック球技大会』（美木中ブロック 原田小 清戸会長） 
資料に沿って説明 
※承認事項 → 拍手多数につき承認 

②宛て職について （山元会長） 
資料に沿って説明 

③所属部会について（宗田筆頭副会長） 
  各部別に担当の読み上げ。 
④市 P 連へのメールアドレス登録について（土屋副会長） 
資料に沿って説明、登録の呼びかけ。所属グループの中に「65 周年記念事業」が入って 
いないため、担当者は登録可能な箇所のみ登録をして下さい。 

  ⑤自己紹介 （各自） 
  ⑥その他 （土屋副会長） 

福山済美中学校より講演会の案内。 
『子育てビタミントーク』山本シュウ講演会（平成 26 年 6 月 8 日（日）14 時～福山市 
立瀬戸小学校体育館） 

  
４．報告・連絡事項（③所属部会についても一緒に） 

①総務（土屋副会長） 
【ブロック長】清戸・幸野 

②安全（柴川副会長） 



【ブロック長】高橋（武）・明上  【役員補佐】桃谷・三阪・高田 
【母親代表】胡 

③文教（平本副会長） 
【ブロック長】村上（秀）  【役員補佐】・塚本・高橋（英）・旗手・木梨・半田 
【母親代表】豊田・村武 

④体育（村上（伸）副会長） 
【役員補佐】中川・中津・峯松・越智・毛利・大洲・石光・村上（昌）・堀込・檀上・

篠岡  【母親代表】安部・長光 
⑤広報（浦野副会長） 
【ブロック長】石嶌・福田・原 

⑥おやじ（村上（晃）副会長） 
【ブロック長】村上（正）  【役員補佐】澤井・川上・真鍋・奥田・谷川・高垣・槇 

⑦おのみち母の会さくら（木曽副会長） 
【役員補佐】原田  【母親代表】新田・岡本・藤井・佐藤・西原・村上・（西岡・村 
武・松川） 

⑧65 周年記念事業（山田副会長） 
【ブロック長】安藤・土屋  【役員補佐】砂田・富田  【母親代表】西岡 

⑧小学校会長会（楫賀会長） 
⑨中学校会長会（安藤会長） 
⑩その他  

 
５．今後の予定（宗田筆頭副会長） 

次第のとおり 
 
６．今後の会議日程（宗田筆頭副会長） 
  次第のとおり 
 
７．顧問講評（半田顧問） 


